


　「エフロク」の皆さんは抗がん剤の副作用などで脱毛の

不安を抱える患者さんへ、家庭で眠っているフェイスタオ

ルを利用して「タオル帽子」を作り、病院へ届けるボラン

ティア活動を続けています。西区地域環境サポーター養成

講座の修了生を中心としたメンバーで2010年（平成22年）

に発足し、現在、50～80歳代の女性約20人が活動され

ています。

　2011年3月の東日本大震災の直後にも、「岩手ホスピス

の会」を通じて被災地へタオル帽子やリストウォーマー等を届ける活動を行いました。

　今回は地元九州で起こった大規模な地震とあって、メンバー全員が居てもたってもいられない

思い。仮設住宅での冬の寒さを少しでも和らげてほしいとの願いを込めて、各家庭にあった余り

毛糸でリストウォーマーや帽子を作り、月に一度の西部３Ｒステーションでの活動日に持ち寄り

ました。

　「これから寒さが一段と厳しくなる季節。私たちの作ったものが少しでもお役に立てば、こんな

うれしいことはありません。被災地の皆さんが一日も早く普段の生活を取り戻せるよう、心より

お祈りしています」と代表の塩塚喜美子さん。こうしたエフロクの皆さんの想いは、手作りのリ

ストウォーマーや帽子とともに被災地の方々の心を温めて

　　　　　　　　　　　　　　 くれるに違いありません。

熊本地震の被災地へ、
心温まる冬の贈り物！
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　タオル帽子ボランティア「エフロク」の

皆さんが、昨年4月に発生した熊本地震で

避難生活を強いられている被災者への贈り

物として、手編みのリストウォーマーや帽

子の制作に取り組み、先日60点余りを被

災地・南阿蘇「陽ノ丘仮設団地」へ届けま

した。

エフロク

ひとつひとつ丁寧にラッピング

ひと針ごとに

復興の願いを

込めて



　宮川さんは本当に仕事が丁寧。いつもきれいに作品を仕立ててこられるので、感心します。初めての講座
は、修了生6人が二人一組で受け持つことになったのですが、若い宮川さんと組ませてもらい、同世代とは
違う感性に刺激を受けています（瀧田）。
　瀧田さんはとても研究熱心。既製品や街を歩いている人の着ている服をチェックしては、その時季の流行
を上手に取り入れ、基本の型紙をもとに、あれこれ工夫して次々と作品を作られるんです。とにかく探究心
の旺盛な方で、見ているだけで勉強になります（宮川）。

A．
Ｑ．まずは、お互いの印象を教えてください。

　二人とも市政だよりを見て西部３Ｒステーションの３Ｒ実践講座を受講し、その時に教わった先生から声
をかけていただいたのがきっかけです。体型や好みに合わせた型紙作りを一から学べたのは、本当にいい経
験になりました（瀧田・宮川）。

A．
Ｑ．お二人が講師養成講座を受講されたきっかけは何ですか。

　20年以上、洋服の補正の仕事をしていたので、多少の知識と経験はあった
のですが、きちんと洋裁を習ったことがなかったんです。ところが、縁あって
地元の公民館でリサイクル教室の講師をすることになり、「人に教えるからに
はちゃんと基礎から勉強しなくては」と思い、西部３Ｒステーションで行われ
ているさまざまな講座を受講し、先生方からたくさんの基礎を教えていただき
ました（瀧田）。
　私は小柄で既製品が合わない体型なので、自分の服を作るために個人レッス
ンで洋裁を習っていましたが、古い着物をリメイクして洋服を仕立てるという
経験は、ここでの講座が初めてでした（宮川）。

A．
Ｑ．もともと洋裁の経験はあったのですか。

　二人とも緊張しましたが、講師養成講座の仲間もお手伝いしてくださり、無
事終えることができました。受講生の方が持参された着物にもさまざまな素材
や柄があり、講座を通じてこちらが教わることも多かったです（瀧田・宮川）。

A．
Ｑ．講師となって初めての講座はいかがでしたか。

　やはり一点物が作れるということ。手元にある材料で、あれこれ工夫するの
が楽しいです。上達するには一つの型紙で同じものを何枚も作るのではなく、
2枚目はここを変えてみよう、3枚目はこうしようと考えることが大事だと思
います（瀧田）。思い出の着物も、そのままではなかなか出番がないけれど、
洋服やバッグなどにリメイクしたら、気軽に身に付けることができるのが魅力
だと思います（宮川）。

A．
Ｑ．リメイクの魅力は何ですか。

　私はこれまで通り、古布や着物を使った洋服づくりを続けていきたいです。今日より明日、今年より来年
と、少しずつでも進歩していればいいですね（瀧田）。私は着物地について、それぞれの特徴や素材の活かし方、
柄合わせなどをもっと勉強したいです (宮川 )。

A．
Ｑ．今後の夢や目標はありますか。

取材を終えて･･･　とにかく勉強熱心なお二人。  話を伺っているこちらまで“頑張ろう”という気持ちになりました。

毎日が勉強、今日より明日、一歩ずつ前へ
３Ｒ実践講座講師　瀧田龍子さん・宮川智美さん

　昨年1月、西部３Ｒステーションの講師養成講座を修了し、講
師としての活動をスタートさせた瀧田龍子さんと宮川智美さん。
西部３Ｒステーションでの初めての講座で、二人がペアを組み、
『着物地でコート作り』を行いました。「日々、勉強」と口を揃え、
毎日欠かさずミシンに向かうというお二人に、古布のリメイク
の魅力や講師となった感想を伺いました。
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★体験コーナーの申込方法 電話、又は西部３Ｒステーションの２階受付で直接お申込みいただくか、
①体験内容②住所③氏名④年齢⑤電話番号を明記のうえ、ＦＡＸにて下記あてにお申込みください。

西部３Ｒステーション　講座・イベント情報 
西部３Ｒステーションでは、３Ｒ実践講座や各種体験講座を開催しています。福岡市内に在住の方、
通勤、通学されている方なら、どなたでもご参加いただけます。身近な３Ｒを体験してみませんか？ 

ダンボールコンポスト講習会
生ごみの堆肥化でお困りの方は何でも相談下さい。
参加費／無料　　事前申込／不要　場所／２Ｆ啓発コーナー
●ふくおか環境倶楽部主催
日　時／毎週土曜日 １３：００～１６：００
●ＮＰＯ法人循環生活研究所主催
日　時／毎月第２金曜日 １０：３０～１４：００

●ふくおか環境倶楽部主催
日　時／毎月第４土曜日 １０：３０～１２：００
参加費／無料　　事前申込／不要
場　所／２Ｆ啓発コーナー　＊基材･テキスト購入可

博多湾

三陽高校

生の松原バス停 天神→

高崎交差点
JR筑肥線
生の松原団地

福寿園 総合
西市民
プール

←前原

西部3Rステーション

三陽高校バス停

今宿IC

捨六町IC
国道202号線バイパス国道202号線バイパス

今宿駅

●西鉄バス「三陽高校前」より徒歩約2分西部3Rステーションのイベント情報やくらしに役立つごみ減量3R情報が満載です！

開館時間：10：00～17：00
休 館 日：月曜日（祝日の場合は開館し、次の平日休館）
　　　　　年末年始（12月 28日～1月 3日）
住　　所：福岡市西区今宿青木1043-2（クリーンパーク西部内）
T　E　L：092-882-3190　　FAX：092-882-4580

（衣類等の持ち込みは16:00まで）

西部3Rステーション ご利用案内

福岡市西部3Rステーション 検索［ウェブサイト］

生ごみ堆肥相談会

トイレットペーパーの芯で
ふわふわウサギ
　　　10:30～15:00
所要時間30分程度
【申込】随時

毎日

身近なもので万華鏡

【申込】随時

毎日

ecoでおしゃれな
マグネットインテリア
　　　10:30～15:00
所要時間30分程度
【申込】随時

毎日

ボタン deスタンプ

　　　10:30～15:00
所要時間30分程度
【申込】随時

毎日

牛乳パックで紙すき体験

　　　10:30～15:00
所要時間30分程度
【申込】随時

毎日

ハーブ入り “リサイクル”
せっけん作り
　　　10:30～11:30
【定員】  10名/日(先着順）
【申込】希望日の３日
前まで

水曜日

体 験 コ ー ナ ー ! すべて無料です！！

公益財団法人 ふくおか環境財団
福岡市西部3Rステーション（リサイクルプラザ）
福岡市西区今宿青木1043-2　TEL：882-3190　FAX：882-4580

編集・発行
お問い合せ この印刷物は自然環境保護の

ために再生紙を使用し、植物油
インキで印刷しています。

　　　10:30～15:00
所要時間30分程度

牛乳パックで
メモ＆フォトブック

【申込】随時

毎日　　　10:30～15:00
所要時間30分程度

http://www.fukuoka-seibuplaza.com

ダンボールコンポストを始めてみたいという方、ご参加ください。ご家庭で使いみちの無い
堆肥は引き取り、新しいコンポスト基材と無料で交換いたします。まずはご相談ください。

お花のメモスタンド

　　　10:30～15:00
所要時間30分程度
【申込】随時

毎日

2 月の「３Ｒ実践講座」

はがき、ＦＡＸ、または西部３Ｒステーションの２階受付で①希望講座②住所③氏名④年齢⑤電話番号を必ず明記し、ご応募ください。
抽選の上、当選者のみはがきで詳細をご案内いたします。

【応募方法】

【全３回】
斜めがけのショルダーバッグ

【全３回】
スタンドカラーの５分袖
　　　　 チュニック【全４回】

冬ズボンでパッチワークの
　　　　 バッグ作り

日時／平成２９年２月８日（水）・１５日（水）・
　　　２２日(水 )
　　　１３：００～１６：００
定員／１５名（抽選）　　　　　
参加費／５００円
応募締切／１月１８日（水）必着
持ってくるもの／
厚地布 (ウール地の
着物程度)２ｍ、また
はズボン２本、ファ
スナー１２㎝×２本(
カットできる１２㎝
以上のファスナー２
本でもよい)、マジッ
クテープ、裏布１ｍ
程度 (綿ブロード程
度の厚み )、布用・
紙用はさみ、筆記用
具、ものさし、型紙
用紙、裁縫道具一式

日時／平成２９年２月９日（木）･１６日（木）・
　　　２３日(木 )
　　　１３：００～１６：００
定員／１５名（抽選）　　　　　　
参加費／５００円
応募締切／１月２５日（水）必着
持ってくるもの／
着物１枚（ほどい
て洗い、アイロン
をかけたもの）、ま
たは約１００㎝幅
×２．２ｍ、薄地布用
接着芯９０㎝×１０
㎝、筆記用具、型紙
用紙、布用・紙用は
さみ、定規、裁縫道
具一式

日時／平成２９年２月３日（金）・１０日（金）・
　　　１７日（金）・２４日(金 )
　　　１３：００～１６：００
定員／１５名（抽選）　　
参加費／５００円
応募締切／１月１８日（水）必着
持ってくるもの／
ズボン 1 本（あれ
ばウール地、その
ままでＯＫ），裏布
５０㎝ ×１００㎝
程度を１枚、アッ
プリケ用はぎれ３
０㎝ ×３０㎝程度
を５～６種類、筆
記用具、型紙用紙、
裁縫道具一式


